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小國神社ものがたり

公式ウェブサイト特設ページで
スペシャルムービー公開中

小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語
小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語

　この物語は、静岡市在住の絵本・造形
作家のたたらなおきさんよりご奉納いた
だいた全長約七メートルの絵物語をもと
に作成をしたアニメーションです。
　神代より語り継がれてきたお話には、

日本人の「豊かで優しい和の心」の原点
が描かれています。神々の営みの中から
「正しい道筋をたてて生きてゆくことの
大切さ」や、「思いやりのこころ」を学
びましょう。

日本の神様の物語は
『日本の良き国柄』、『伝統』、『文化』を
今に伝えています。

始
は
神
代
と
伝
え
ら
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

社
記
に
よ
る
と
、
人
皇
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
御
代
十

六
年
（
五
五
五
）
二
月
十
八
日
に
本
宮
山
峯
（
本
宮

山
）
に
御
神
霊
が
顕
れ
た
後
、
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
、
山
麓
約
六
キ
ロ

の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
正
一
位
の
神
階
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
年
々
御
神
前
に
幣
帛
を
捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
春
十
八
日
に
勅
使
奉
幣
の
際
、
特
に
十
二
段
舞
楽
を

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
延
喜
式
内
社
に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
戦
で
は
、
家
康
公
は
御
神
霊
を
別
所

に
遷
し
、
願
文
と
三
条
小
鍛
冶
宗
近
作
の
太
刀
を
奉
り
戦
勝
を
祈
願

し
た
後
、
社
殿
を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。
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〇
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ま
た
、
平
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十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
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下

同
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紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

遠
江
国
一
宮

小
國
神
社
の
由
来

創
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清々しい初夏の風が吹き抜ける宮川（平成30年5月19日）

平
成
の
大
御
代
を
寿
ぎ
て

平
成
の
大
御
代
を
寿
ぎ
て

　

六
月
に
入
り
、
親
し
み
深
い
「
平
成
」
の
元
号
を
使
う
こ
と
も
あ
と
一
年
を
切
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

来
年
四
月
末
に
は
天
皇
陛
下
が
ご
譲
位
さ
れ
、
翌
五
月
一
日
に
は
、
皇
太
子
殿
下
が
即
位
さ
れ
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
年
、
平
成
の
御
代
は
三
十
年
目
の
佳
節
を
迎
え
、
来
年
、
二

月
二
十
四
日
に
は
政
府
主
催
の
「
天
皇
陛
下
御
在
位
三
十
年
記
念
式
典
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
国
民
こ
ぞ
っ
て
の
奉
祝
の
誠
を
捧
げ
た
く
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
平
成
の
御
代
を
思
う
時
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
の
活
躍
や
、
多

く
の
科
学
者
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
、
多
く
の
日
本
人
が
世
界
で
活
躍
し
ま
し
た
。
経
済
に
お
い

て
は
バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
混
乱
を
経
て
、
順
調
に
回
復
へ
と
向
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
深
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
、
先
の
東
日
本
大
震
災
な
ど
多
発
し
た
自
然
災
害
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
、
天
皇
陛
下
は
、
い
ち
早
く
被
災
地
に
お
出
ま
し
に
な
ら

れ
被
災
者
に
寄
り
添
い
、
す
べ
て
の
人
々
に
心
を
寄
せ
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
内
外
の
激

戦
地
へ
赴
き
戦
歿
者
に
慰
霊
の
祈
り
を
捧
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
尊
い
お
姿
を
拝
し
、
私

た
ち
は
勇
気
づ
け
ら
れ
、
ま
た
諸
外
国
の
人
々
に
も
深
い
感
動
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
数
々
の
宮
中
祭
祀
の
御
奉
仕
者
と
し
て
国
民
の
安
寧
と
平
和
を
祈
る
重
き
務
め
を
「
全

身
全
霊
」
で
果
さ
れ
て
き
た
陛
下
を
仰
ぎ
、
こ
の
よ
う
な
大
御
心
が
皇
祖
よ
り
途
切
れ
る
こ
と
な
く

受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
と
敬
仰
の
念
を
抱
く
ば
か
り
で
す
。

　

我
が
国
は
、
一
三
〇
〇
年
以
上
も
前
か
ら
「
元
号
」
と
い
う
時
間
感
覚
を
持
ち
続
け
、
天
皇
を
中

心
と
す
る
伝
統
と
誇
る
べ
き
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
時
代
区
分
や
国
の
重
大
事
件

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
個
人
の
生
活
や
人
生
も
「
元
号
」
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
「
明
治
維
新
の
立
役
者
」
と
か
、
「
昭
和
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
」
と
言
っ
た
使
い

方
や
、
「
昭
和
生
ま
れ
」
と
い
う
言
葉
も
使
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
「
平
成
生
ま
れ
」
と
い
う
言
葉

も
頻
繁
に
使
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
天
皇
陛
下
の
御
在
位
と
結
び
つ
い
た
他
国

に
は
な
い
独
自
の
時
間
軸
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
麗
し
い
日
本
文
化

で
も
あ
る
「
元
号
」
に
つ
い
て
利
便
性
や
興
味
本
位
の
議
論
は
慎
む
べ
き
で
す
。
元
号
は
皇
位
の
継

承
が
あ
っ
た
時
に
限
り
改
め
る
も
の
で
す
。

　

聖
寿
の
万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
寿
ぎ
奉
り
、
国
の
隆
昌
と
世
界
の
平
和
、
そ
し
て
氏
子
崇
敬
者
の

ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
三
十
年
六
月
十
五
日

き
ゅ
う
ち
ゅ
う  

さ
い
　
し
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大
神
様
の
も
と
に
集
い

日
々
の
感
謝
を
伝
え

　
と
も
に
喜
び
を
わ
か
ち
あ
う

例例
祭祭

　
本
年
の
例
祭
期
間
は
四
月
十
二
日
㈭
末
社

塩
井
神
社
の
垢
離
祭
（
神
職
・
舞
楽
人
が
身

を
清
め
る
塩
水
を
汲
む
お
祭
り
）
の
斎
行
に

始
ま
り
、
十
四
日
㈯
午
後
二
時
か
ら
国
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
で
も
あ
る
古
式
十
二
段
舞

楽
を
大
前
に
奉
奏
し
ま
し
た
。

　
翌
日
、
十
五
日
㈰
十
一
時
か
ら
古
式
十
二

段
舞
楽
を
奉
奏
し
、
午
後
二
時
か
ら
の
神
幸

祭
で
は
、
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
大
宝
元
年

（
七
〇
一
）
の
勅
使
参
向
の
時
代
絵
巻
を
再

現
し
た
勅
使
行
列
が
参
道
を
華
や
か
に
飾
り

ま
し
た
。
本
年
の
勅
使
役
に
は
森
町
長
太
田

康
雄
様
に
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
十
七
日
㈫
に
は
前
日
祭
を
斎
行
、
無
事

に
十
八
日
㈬
を
迎
え
、
例
祭
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

常
日
頃
変
わ
る
こ
と
の
な
い
祭
事
、
行
事
へ

の
ご
奉
仕
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

例 

祭 

の 

斎 

行

例 

祭 

の 

斎 

行

●例祭とは
神社にとって最も重要な祭祀で、通常は年に一度執り行います。
それぞれの神社やご祭神にとって特別に由緒あるお祭りで、俗に
例大祭とも称されます。
当社では、ご祭神大己貴命（おおなむちのみこと）が本宮山に鎮
まったとされる吉日です。
●神幸祭とは
神霊が宿ったご神体や依り代などを神輿に移して、渡御します。
ご祭神がお出ましになることで神威を広く行き渡らせるとともに、
神と人とが親しく交歓する機会となる大切なお祭りです。

例祭・神幸祭
れい　     さい しん 　    こう　    さい

大前に額づき捧げる“祈り”大前に額づき捧げる“祈り”
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大
神
様
へ
捧
げ
る
”誠
の
心
“

　
　
一
、三
〇
〇
年
続
く
幽
玄
の
伝
統

舞舞
楽楽

　古式十二段舞楽は、小國大神様への誠心をもって奉納すること
を本義とし、本年は、4月14日㈯・15日㈰奉奏いたしました。
　大宝元年（701年）春18日都から勅使（天皇の使者）が都から出
向き、現在の社地に里宮を開き、十二段の舞を奉納したことが舞
楽の始まりと伝承されています。
　また、舞楽は、東洋に発達した古代芸術の代表的なもので、
『東洋文化の精』とも言われています。その文化的価値や伝承活
動が認められ、昭和57年1月23日文化庁より「重要無形民俗文化
財」に指定され現在に至ります。

特殊神事芸能  小國神社古式十二段舞楽
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人

成

瀬

満

雅

山

本

　

勉

野

口

雅

人

鈴

木

章

夫

小

川

正

恭

嶋

田

秀

邦

鈴

木

裕

也

村
松
浩
一
郎

内

山

敬

浩

鈴

木

聖

也

内

山

智

昭

指
南
役

副
指
南
役

行
頭
　
衣
裳
方

師

匠

師
匠
見
習

稚

児

太
平
楽

色

香

安

摩

二
の
舞

陵

王

納
蘇
利

獅

子

太平楽太平楽

稚児舞稚児舞

▶
六
番
「
神
ま
っ
く
」

◀
九
番
「
陵
王
」

古式十二段舞楽奉仕者御芳名
（敬称略）
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▶
獅
子
が
頭
を
噛
む
こ
と
で

　
邪
気
を
祓
う
と
伝
わ
り
ま
す

　
垢
離
祭
に
は
舞
楽
奉
仕
者
が

◀
参
列
し
ま
す

各地区よりご奉仕の神輿役の皆様▲

舞楽人とのふれあいの一コマ▲ 勅使役　森長町　太田康雄様（中央）▲ ▲舞楽奉仕者表彰式の様子

原
田
多
加
資

鈴

木

心

乃

天

野

来

美

村
松
実
乃
里

妹

尾

莉

音

巫
女
舞
奉
仕
者
御
芳
名
（
敬
称
略
）

指
南
役

奉
仕
者

森町指定無形民俗文化財
巫女舞

　当社の巫女舞（御神楽）は、天正
18年（1590）の「遠州小國一宮天
宮神領之事」が初見で、400余年の
伝統を誇ります。
　現在、指南役の原田多加資様が伝
統文化の継承に尽力されています。

末社塩井神社の垢離祭から始まる様々な祭典風景をご紹介
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清浄な灯りをご神前に
常
陸
神
宝
㈱　
　

茨
城
県

岡
野
建
設
㈱　
　

森　

町

㈱
Ｐ
Ｒ
Ｏ
ハ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　

磐
田
市

大
沼
建
設
㈱　
　

森　

町

大
石
糀
店　
　
　

森　

町

㈱
阿
部　
　
　
　

栃
木
県

㈲
政
和
電
機　
　

森　

町

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス　
エ
ム・エ
ス・シ
ー

　
　
　
　
　
　
　

袋
井
市

㈱
三
愛
工
芸　
　

茨
城
県

㈱
松
鶴　
　
　
　

袋
井
市

み
ど
り
写
真
館　

森　

町

春
日
屋
青
果
店　

袋
井
市

リ
リ
ー
フ
㈱　
　

森　

町

㈱
村
上
社
寺
工
芸
社　

兵
庫
県

榛
葉
工
芸　
　
　

島
田
市

倉
見
建
設
㈱　
　

森　

町
㈱
大
島
寅
次
郎
商
店　

福
島
県

㈱
三
永　
　
　
　

森　

町

㈱
長
谷
川
製
作
所　

埼
玉
県

豊
田
合
成
㈱　
　

森　

町

セ
コ
ム
㈱
磐
田
支
社　

磐
田
市

㈲
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス　

森　

町

㈱
さ
の
や
会
館　

袋
井
市

㈱
小
倉
商
店　
　

森　

町

京
都
奉
製
㈱　
　

京
都
府

㈱
丸
井
紙
店　
　

山
梨
県

㈲
破
魔
矢
奉
製
所　
神
奈
川
県

御 

芳 

名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

神
賑
わ
い
の
灯
り
雪
洞
献
燈

・
兼
題
「
明
治
維
新
一
五
〇
年
」

　

小
池
ま
さ
子　
　

川
嶋　

ひ
で

　

加
藤
あ
や
子　
　

牧
野
百
里
子

　

宮
本　

幸
子

・
兼
題
「
森
」

　

川
嶋　

ひ
で　
　

田
中
貞
三
郎

　

加
藤
あ
や
子　
　

牧
野
百
里
子

　

河
野　

久
子　
　

髙
木　

弘
年

　

宮
本　

幸
子

御 

芳 

名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁

　
　
　

㈱
鈴
木
長
十
商
店

小
國
こ
と
ま
ち
横
丁　

㈱
ネ
ク
サ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

こ
と
ま
ち
夢
小
径

か
ん
な
び

㈱
久
米
吉

㈲
太
田
茶
店

保
食
や

青
木
恒
産

胡
祉
斎

友
誠

マ
ル
ミ
塗
装

木
創
工
房　

森
童

清
水
商
店

遠
州
み
も
ろ
焼

神
宏
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

真
田
の
森

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
も
り
ま
ち

㈱
デ
イ
ト
ナ

㈱
大
塚
彫
刻
工
芸

髙
木
建
築

森
の
ど
う
ぶ
つ
病
院

吹
き
ガ
ラ
ス
工
房

　

フ
ロ
レ
ス
タ
フ
ァ
ブ
リ
カ

㈲
萩
原
造
園

㈲
タ
カ
ギ
商
会

鈴
伍
酒
店

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
タ
カ
ギ

森
の
び
よ
う
し
つ

㈲
多
米
建
設

フ
ナ
ギ
テ
ッ
ケ
ン
㈱

三
木
の
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

一
ノ
宮
郵
便
局

松
田
歯
科
医
院

入
鹿
ハ
ム

㈲
ア
マ
ノ

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
遠
中
サ
ー
ビ
ス

㈲
今
泉
土
木

㈲
大
井
製
作
所

加
藤
修
・
孝
尚
事
務
所

ユ
ー
シ
ン
㈱

㈱
ア
コ
ル
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ

カ
ル
ト
㈱

㈲
オ
ー
キ
ッ
ド

乗
松
刃
物

こ
っ
こ
屋

楽
酒
処　

駿

工
房
Ｈ
Ａ
Ｌ

亀
山
鋹
男

㈲
共
栄
土
建

㈱
日
本
温
装
工
業

㈱
袴
田
製
作
所　

森
町
工
場

㈲
エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ

百
々
や

㈱
ハ
マ
ネ
ツ
森
工
場

中
井
商
事
㈱　

森
工
場

㈲
ア
カ
ネ
造
園
土
木

日
本
工
機
㈱

創
作
陶
芸
工
房
ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム

大
同
Ｄ
Ｍ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　

静
岡
工
場

暁
雲
窯

㈱
ザ
・
フ
ォ
レ
ス
ト

　
　

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

鈴
木
土
建
㈱

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
㈱

㈱
菓
匠　

あ
さ
お
か

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン　

タ
カ
ヤ
ナ
ギ

高
柳
米
穀
店

旭
自
動
車

㈲
遠
州
ボ
デ
ー

カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
オ
オ
タ

野
口
園

さ
く
ら
水
道

鈴
木
三
千
雄

㈲
富
士
鉄
工

大
寶
建
設

松
ヶ
谷
診
療
所

㈲
渡
辺
防
水
工
事

㈲
す
ず
き
工
業

遠
州
森
鈴
木
農
園
㈱

㈲
ヤ
マ
ニ
シ
建
築

あ
さ
ひ
な
㈱

㈱
伸
孝

㈱
ダ
イ
ゴ

㈲
朝
比
奈
造
園

㈱
鈴
木
建
装

㈲
西
尾
工
務
店

遠
州
中
央
農
協　

園
田
支
店

長
岡
香
料
㈱　

静
岡
工
場

サ
ン
フ
ー
ド
機
販
㈱　

静
岡
工
場

ヤ
マハ
発
動
機
㈱　

森
町
工
場

㈲
北
島
電
機
工
業

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建

㈱
関
東
甲
信
ク
ボ
タ

　
　
　
　

遠
州
森
営
業
所

山
本
フ
ミ
コ
美
容
室

美
容
室
た
け
し
の
店

㈱
太
雄
工
業

西
村
医
院

ぴ
あ
タ
ウ
ン　

シ
ャ
ト
ー
中
川

金
山
化
成
㈱　

シ
ズ
オ
カ
工
場

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場

㈱
山
本
環
境
整
備

か
ね
と
よ
㈱

㈱
ツ
カ
モ
ト

㈲
栄
産
業

杉
本
金
属
工
業
㈱

田
中
屋
酒
店

㈲
金
原
石
油

㈱
家
本
工
務
店

建
機
工
業
㈱

鈴
木
美
容
室

三
幸
産
業
㈱

な
か
ね
美
容
室

㈲
イ
ン
テ
リ
ア
村
松

東
京
理
容

㈱
や
ま
ひ
ろ　

関
東
工
場

サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ　

パ
ス
ト
ラ
ー
レ

豊
一
商
店

森
町
茶
商
組
合　

㈲
石
田
茶
店

森
町
茶
商
組
合

　
　
　

㈲
鈴
木
次
郎
商
店

森
町
茶
商
組
合　

㈱
島
商
店

森
町
茶
商
組
合　

松
浦
製
茶
㈱

森
町
茶
商
組
合　

栗
田
商
店

長
谷
川
建
具
店

台
日
レ
ス
ト
ラ
ン

㈱
八
幡
屋
茶
舗

㈲
政
和
電
気

献
詠
ご
芳
名
敬
称
略

順
不
同

（

）

清大
前
を
照
ら
す
御
神
燈
献
燈

　

本
年
の
例
祭
に
お
き
ま
し
て
も
多
く
の
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
よ
り
、御
神
燈
と
雪
洞
を
献
燈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

灯
り
に
は
元
来
「
火
」
が
つ
き
も
の
で
「
火
」
は
清

め
祓
い
に
用
い
る
清
浄
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
私
た
ち
の
祖
先
は
「
火
」
そ
の
も
の
が
諸
霊
を

呼
び
、
そ
れ
ら
が
依
り
付
く
と
も
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

大
前
に
灯
り
を
お
供
え
す
る
こ
と
は
照
明
と
し
て
の

意
味
と
、
ご
神
域
を
清
浄
に
整
え
る
二
つ
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。 浄

な
灯
り
を
ご
神
前
に

ご　
　

し
ん　

 

と
う
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皇室ジャーナリスト
皇室報道キャスター 高清水有子

特別寄稿

平成の皇室取材を振り返って

天皇陛下御即位30年奉祝記念　特別特集

”す
べ
て
の
人
々
に
幸
多
か
れ
と
祈
ら
れ
た
三
十
年
間
“

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
国
民
と
の
交
流
の
場

面
を
、
私
は
平
成
の
幕
開
け
直
後
か
ら
、
同

行
取
材
や
周
囲
の
方
々
の
取
材
を
通
じ
て
数

多
く
関
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

平
成
の
御
代
を
振
り
返
り
、
印
象
深
い
幾
つ

か
の
出
来
事
を
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
平
成
三
年
、
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
に

伴
う
お
見
舞
い
で
す
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
は

長
崎
県
日
帰
り
の
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
が
平
成
の
両
陛
下

の
お
見
舞
い
ス
タ
イ
ル
の
原
点
で
す
。
私
は

そ
の
現
場
で
衝
撃
的
な
シ
ー
ン
に
直
面
し
ま

し
た
。
避
難
所
の
体
育
館
で
天
皇
陛
下
は
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
袖
を
腕
ま
く
り
さ
れ
、
避
難

し
て
い
る
人
々
に
膝
を
つ
い
て
お
声
掛
け
な

さ
い
ま
し
た
。
こ
の
様
子
に
は
只
々
驚
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
シ
ー
ン
を
今
ま
で
見
た

事
も
聞
い
た
事
も
あ
り
ま
せ
ん
。
想
像
も
で

き
な
か
っ
た
光
景
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
奥
尻
島
で
も
大
き
な
津
波
の
被
害
が
あ
り
、

尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
直
後
は
、

島
民
の
皆
さ
ん
は
呆
然
と
し
て
、
何
を
し
て

い
い
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
、
生
き
る
望
み

を
失
っ
た
よ
う
な
目
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
島
民
の
皆
さ
ん
が
、
あ
る
事

を
境
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
見
舞
い
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
と
、
呆

然
と
し
て
い
た
島
民
の
皆
さ
ん
は
各
々
体
育

館
に
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
体
育
館
に
は
、

全
国
か
ら
支
援
物
資
が
届
い
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
中
か
ら
両
陛
下
を
お
迎
え
す
る
た
め
の

洋
服
を
選
び
始
め
た
の
で
す
。
当
日
、
両
陛

下
が
お
い
で
に
な
り
、
お
声
か
け
を
な
さ
い

ま
し
た
。
今
は
美
し
い
奥
尻
島
に
戻
り
ま
し

た
が
、
島
の
皆
さ
ん
に
伺
う
と
自
分
た
ち
の

復
興
の
ス
タ
ー
ト
は
「
天
皇
皇
后
両
陛
下
が

わ
ざ
わ
ざ
、
こ
の
奥
尻
島
ま
で
来
て
く
だ

さ
っ
た
時
」
と
、
迷
わ
ず
に
言
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
七
年
と
い
う
歳
月
が

流
れ
ま
し
た
。
今
も
ま
だ
、
大
切
な
家
族
を

探
し
て
い
る
方
、
大
切
な
人
が
帰
っ
て
来
て

い
な
い
、
と
い
う
方
が
大
勢
い
ま
す
。
復
興

に
は
、
本
当
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
後
、
私
は
津
波
で
流
さ

れ
て
し
ま
っ
た
神
社
の
鎮
守
の
森
を
復
活
さ

せ
る
事
を
目
的
と
し
た
神
社
本
庁
主
催
の
植

樹
祭
で
ス
タ
ッ
フ
兼
司
会
者
と
し
て
参
加
し
、

十
数
カ
所
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
宮
城
県
で
も

福
島
県
で
も
、
朝
早
く
か
ら
氏
子
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
話
を
し

て
い
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
「
自
分

は
生
き
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
分
の
こ
の
命

を
、
亡
く
な
っ
た
若
い
子
、
子
供
た
ち
に
や

り
た
い
」
と
言
っ
て
泣
く
の
で
す
。
私
は
、

ど
の
よ
う
に
声
を
か
け
て
良
い
か
わ
か
ら
ず

頷
く
事
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
両
陛
下
が
被
災
地
に
お
い
で
に
な
っ
て
、

そ
う
い
う
方
々
に
、
ど
の
よ
う
に
接
せ
ら
れ

る
の
か
と
拝
見
す
る
と
、
皇
后
陛
下
は
こ
う

お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。

「
生
き
て
い
て
下
さ
っ
て
、
あ
り
が
と
う
」

　
ま
る
で
家
族
の
よ
う
な
ひ
と
言
で
す
。
皇

后
陛
下
に
お
声
を
か
け
ら
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
表
情
が
み
る
み
る
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
「
せ
っ
か
く
生
か
さ
れ
た
こ
の
命
だ
か

ら
、
よ
し
、
自
分
に
も
何
か
役
目
が
あ
る
の

だ
」
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
直
し
て
表
情

が
明
る
く
な
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
面
を
目
の
当
た
り
に
す
る

度
に
、
「
皇
室
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
。
一
人

で
は
な
い
の
だ
。
家
族
の
よ
う
な
国
な
の
だ
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
。
こ
の
国
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
」
と
実
感
し
ま
す
。

　
平
成
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
ま

し
た
が
、
被
災
地
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
国

民
の
前
で
膝
を
つ
か
れ
る
の
が
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
国
民
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
と
て
も
危
険
な
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　
雲
の
上
の
方
が
自
ら
の
御
意
思
で
私
た
ち

の
と
こ
ろ
ま
で
降
り
て
来
て
お
声
掛
け
を
し

て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
第
一
二
四
代
昭

和
天
皇
ま
で
は
膝
を
お
付
き
に
な
る
の
は
祭

祀
の
際
、
神
様
の
御
前
の
み
で
す
。
つ
ま
り

平
成
の
御
代
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
事
で
、
当
た
り

前
で
は
な
い
畏
れ
多
く
有
難
い
事
な
の
で
す
。
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”国
民
と
と
も
に
歩
ま
れ
た
天
皇
陛
下

　
　
　
　
　
　 

平
成
の
御
代
へ
の
愛
惜
は
尽
き
ず
“

高清水有子
平成元年より秋篠宮家を中心に情報番組で皇
室取材を担当。
元「日本テレビ皇室プロジェクト」メンバー。
秋篠宮両殿下からの信頼も厚く、宮家の出入り
が許されているマスコミ人として有名である。

現在は皇室評論家として、皇室特番のアドバ
イザー、コメンテーター、皇室関連の執筆、
講演講師の活動をするとともに、歴代天皇の
詔勅研究に参加し研究員として携わる。

・「生き物文化誌学会」会員
　（秋篠宮殿下発起人）
・「一般財団法人 日本文化興隆財団」
　評議員

【著書】
『紀子さまの育児日記』　　（朝日出版社）
『秋篠宮さまと紀子さまの愛の十二章』
　　　　　　　　　　　　　（学習研究社）
『悠仁さまへ』　　　　　　（学習研究社）

プロフィール
皇室ジャーナリスト
皇室報道キャスター

　

平
成
生
ま
れ
の
子
供
た
ち
が
、
両
陛
下
が

膝
を
お
つ
き
に
な
っ
て
国
民
を
励
ま
さ
れ
る

事
が
当
た
り
前
の
姿
だ
と
思
っ
て
育
っ
た
ら
、

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
「
諸
刃
の

剣
」
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
皇
室
の
権

威
が
下
が
っ
て
い
く
リ
ス
ク
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
は
当
た
り
前
の
事
で
は
な
く
畏
れ
多
い

事
と
感
じ
る
の
は
、
私
た
ち
が
昭
和
の
時
代

を
知
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
平
成
の
次
の
世
代
の
子
供
た

ち
に
対
し
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
い
る

大
人
が
、
こ
の
事
を
し
っ
か
り
と
伝
え
な
く

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

戦
後
、
核
家
族
化
が
進
み
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、
孫
が
い
ろ
い
ろ
な
面

白
い
話
を
聞
く
機
会
が
減
り
ま
し
た
。
そ
の

上
、
両
親
が
共
稼
ぎ
の
家
庭
が
増
え
、
学
校

か
ら
帰
宅
し
て
も
誰
も
人
が
居
な
い
の
で
家

族
同
士
の
会
話
も
減
り
ま
し
た
。
家
庭
の
中

で
、
会
話
を
持
つ
事
が
、
教
科
書
よ
り
も
大

切
で
一
番
そ
こ
が
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

話
し
て
教
え
れ
ば
、
絶
対
伝
わ
る
と
実
感

し
た
事
が
あ
り
ま
す
。

　

新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
た
二
週
間
後

に
、
両
陛
下
が
避
難
所
の
体
育
館
に
お
越
し

に
な
る
取
材
を
し
た
時
の
事
で
す
。

　

避
難
所
で
二
週
間
と
い
う
と
疲
れ
果
て
て

い
る
状
況
で
す
。
被
災
し
た
若
い
世
代
の
皆

さ
ん
は
、
皇
室
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
も
無

か
っ
た
は
ず
で
す
。
戦
後
教
育
を
受
け
た
親

か
ら
も
、
学
校
教
育
の
中
で
も
皇
室
を
学
ぶ

機
会
が
ほ
と
ん
ど
無
い
か
ら
で
す
。
両
陛
下

が
ま
も
な
く
ご
到
着
と
い
う
の
に
、
寝
転

が
っ
て
「
う
ざ
い
、
だ
る
ー
い
」
と
言
い
な

が
ら
小
型
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
中
学
生
の
女

の
子
が
い
ま
し
た
。
避
難
所
の
外
か
ら
歓
声

が
聞
こ
え
た
の
で
「
両
陛
下
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
あ
の
子
、
ど
う
し
て
い
る
か
し
ら
」
と

取
材
の
七
つ
道
具
で
あ
る
双
眼
鏡
で
確
認
し

ま
し
た
。
女
の
子
は
両
親
の
隣
に
座
っ
て
い

た
の
で
少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
に
両
陛
下
が
お
越
し
に
な
り
、

体
育
館
で
寝
転
が
っ
て
い
た
女
の
子
の
目
の

前
に
。
す
る
と
予
想
外
の
出
来
事
が
起
こ
り

ま
し
た
。
そ
の
女
の
子
は
皇
后
陛
下
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
目
に
一
杯
涙
を
た
め
て
い

た
の
で
す
。
私
は
驚
き
と
同
時
に
、
あ
の
涙

が
何
な
の
か
を
、
す
ぐ
に
で
も
聞
き
た
い
衝

動
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

　

両
陛
下
が
会
場
を
お
立
ち
に
な
っ
た
後
に
、

そ
の
子
に
「
さ
っ
き
の
涙
は
何
で
す
か
」
と

聞
く
と「
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
涙
が

出
て
き
ま
し
た
」
と
そ
の
子
は
答
え
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
時
、
日
本
は
捨
て
た
も
の
で
は

な
い
と
確
信
し
ま
し
た
。
親
か
ら
も
学
校
か

ら
も
、
誰
か
ら
も
皇
室
の
こ
と
を
教
わ
ら
な

く
て
も
、
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
日
本

人
の
遺
伝
子
を
持
っ
て
い
る
証
で
す
。
そ
の

世
代
が
今
、
自
ら
御
朱
印
帳
を
持
っ
て
神
社

仏
閣
を
巡
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
御
朱
印
ブ
ー

ム
は
、
い
に
し
え
よ
り
続
い
て
い
る
皇
室
と

神
社
の
繋
が
り
を
彼
ら
に
伝
え
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

こ
こ
で
平
成
の
皇
室
の
特
徴
の
ひ
と
つ

「
慰
霊
の
旅
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
激
動
の

昭
和
か
ら
平
成
と
な
り
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

は
節
目
の
機
会
に
は
先
の
大
戦
の
戦
歿
者
を

慰
霊
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
特
に
印

象
深
い
の
は
戦
後
六
十
年
、
同
行
取
材
を
し

た
サ
イ
パ
ン
ご
訪
問
、
そ
し
て
戦
後
七
十
年

の
パ
ラ
オ
ご
訪
問
で
す
。
サ
イ
パ
ン
は
両
陛

下
が
自
ら
望
ま
れ
て
実
現
し
た
初
め
て
の
公

式
な
外
国
訪
問
で
す
。
通
常
は
相
手
国
か
ら

ご
招
待
が
あ
り
閣
議
を
経
て
晴
れ
て
、
海
外

へ
の
訪
問
が
決
定
し
ま
す
。
そ
の
意
味
で
両

陛
下
の
深
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
実
は

当
時
、
サ
イ
パ
ン
と
共
に
パ
ラ
オ
も
訪
問
先

と
し
て
案
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
地

の
状
況
が
整
わ
ず
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
私
は

既
に
パ
ラ
オ
案
は
立
ち
消
え
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
年
の
歳

月
を
か
け
て
両
陛
下
が
着
々
と
準
備
さ
れ
て

い
ら
し
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
パ
ラ
オ
へ

の
慰
霊
の
旅
が
実
現
し
ま
し
た
。
パ
ラ
オ
の

ペ
リ
リ
ュ
ー
州
で
は
「
日
本
の
天
皇
陛
下
が

訪
問
し
た
日
」
四
月
九
日
は
祝
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。
両
陛
下
は
国
内
外
の
激
戦
地
に
足

を
運
ば
れ
、
長
い
長
い
拝
礼
を
さ
れ
ま
す
。

慰
霊
の
総
括
と
し
て
是
非
、
ご
在
位
中
に
ご

英
霊
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
靖
国
神
社
で
、

天
皇
陛
下
の
ご
親
拝
が
叶
い
ま
す
よ
う
に
。

　

こ
の
度
、
平
成
の
皇
室
を
振
り
返
り
、
将

来
に
向
け
た
大
事
な
こ
と
を
再
確
認
す
る
、

寄
稿
の
機
会
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
と
国
民
と
の
交
流
の
場

面
を
、
私
は
平
成
の
幕
開
け
直
後
か
ら
、
同

行
取
材
や
周
囲
の
方
々
の
取
材
を
通
じ
て
数

多
く
関
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

平
成
の
御
代
を
振
り
返
り
、
印
象
深
い
幾
つ

か
の
出
来
事
を
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
平
成
三
年
、
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
に

伴
う
お
見
舞
い
で
す
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
は

長
崎
県
日
帰
り
の
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
が
平
成
の
両
陛
下

の
お
見
舞
い
ス
タ
イ
ル
の
原
点
で
す
。
私
は

そ
の
現
場
で
衝
撃
的
な
シ
ー
ン
に
直
面
し
ま

し
た
。
避
難
所
の
体
育
館
で
天
皇
陛
下
は
、

ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
袖
を
腕
ま
く
り
さ
れ
、
避
難

し
て
い
る
人
々
に
膝
を
つ
い
て
お
声
掛
け
な

さ
い
ま
し
た
。
こ
の
様
子
に
は
只
々
驚
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
シ
ー
ン
を
今
ま
で
見
た

事
も
聞
い
た
事
も
あ
り
ま
せ
ん
。
想
像
も
で

き
な
か
っ
た
光
景
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

奥
尻
島
で
も
大
き
な
津
波
の
被
害
が
あ
り
、

尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
直
後
は
、

島
民
の
皆
さ
ん
は
呆
然
と
し
て
、
何
を
し
て

い
い
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
、
生
き
る
望
み

を
失
っ
た
よ
う
な
目
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
島
民
の
皆
さ
ん
が
、
あ
る
事

を
境
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
見
舞
い
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
と
、
呆

然
と
し
て
い
た
島
民
の
皆
さ
ん
は
各
々
体
育

館
に
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
体
育
館
に
は
、

全
国
か
ら
支
援
物
資
が
届
い
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
中
か
ら
両
陛
下
を
お
迎
え
す
る
た
め
の

洋
服
を
選
び
始
め
た
の
で
す
。
当
日
、
両
陛

下
が
お
い
で
に
な
り
、
お
声
か
け
を
な
さ
い

ま
し
た
。
今
は
美
し
い
奥
尻
島
に
戻
り
ま
し

た
が
、
島
の
皆
さ
ん
に
伺
う
と
自
分
た
ち
の

復
興
の
ス
タ
ー
ト
は
「
天
皇
皇
后
両
陛
下
が

わ
ざ
わ
ざ
、
こ
の
奥
尻
島
ま
で
来
て
く
だ

さ
っ
た
時
」
と
、
迷
わ
ず
に
言
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
七
年
と
い
う
歳
月
が

流
れ
ま
し
た
。
今
も
ま
だ
、
大
切
な
家
族
を

探
し
て
い
る
方
、
大
切
な
人
が
帰
っ
て
来
て

い
な
い
、
と
い
う
方
が
大
勢
い
ま
す
。
復
興

に
は
、
本
当
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
後
、
私
は
津
波
で
流
さ

れ
て
し
ま
っ
た
神
社
の
鎮
守
の
森
を
復
活
さ

せ
る
事
を
目
的
と
し
た
神
社
本
庁
主
催
の
植

樹
祭
で
ス
タ
ッ
フ
兼
司
会
者
と
し
て
参
加
し
、

十
数
カ
所
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
宮
城
県
で
も

福
島
県
で
も
、
朝
早
く
か
ら
氏
子
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
話
を
し

て
い
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
「
自
分

は
生
き
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
分
の
こ
の
命

を
、
亡
く
な
っ
た
若
い
子
、
子
供
た
ち
に
や

り
た
い
」
と
言
っ
て
泣
く
の
で
す
。
私
は
、

ど
の
よ
う
に
声
を
か
け
て
良
い
か
わ
か
ら
ず

頷
く
事
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

両
陛
下
が
被
災
地
に
お
い
で
に
な
っ
て
、

そ
う
い
う
方
々
に
、
ど
の
よ
う
に
接
せ
ら
れ

る
の
か
と
拝
見
す
る
と
、
皇
后
陛
下
は
こ
う

お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。

「
生
き
て
い
て
下
さ
っ
て
、
あ
り
が
と
う
」

　

ま
る
で
家
族
の
よ
う
な
ひ
と
言
で
す
。
皇

后
陛
下
に
お
声
を
か
け
ら
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
表
情
が
み
る
み
る
変
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
「
せ
っ
か
く
生
か
さ
れ
た
こ
の
命
だ
か

ら
、
よ
し
、
自
分
に
も
何
か
役
目
が
あ
る
の

だ
」
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
直
し
て
表
情

が
明
る
く
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
面
を
目
の
当
た
り
に
す
る

度
に
、
「
皇
室
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
。
一
人

で
は
な
い
の
だ
。
家
族
の
よ
う
な
国
な
の
だ
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
。
こ
の
国
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
」
と
実
感
し
ま
す
。

　

平
成
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
ま

し
た
が
、
被
災
地
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
国

民
の
前
で
膝
を
つ
か
れ
る
の
が
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
国
民
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
と
て
も
危
険
な
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

雲
の
上
の
方
が
自
ら
の
御
意
思
で
私
た
ち

の
と
こ
ろ
ま
で
降
り
て
来
て
お
声
掛
け
を
し

て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
第
一
二
四
代
昭

和
天
皇
ま
で
は
膝
を
お
付
き
に
な
る
の
は
祭

祀
の
際
、
神
様
の
御
前
の
み
で
す
。
つ
ま
り

平
成
の
御
代
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
事
で
、
当
た
り

前
で
は
な
い
畏
れ
多
く
有
難
い
事
な
の
で
す
。
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平
成
二
年
か
ら
平
成
三
十
年
に
か
け
て

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
お
詠
み
に
な
ら
れ
た
和
歌

　
平
成
三
十
一
年
に
、
天
皇
陛
下
は
御
即

位
三
〇
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

　
天
皇
陛
下
は
皇
后
陛
下
と
と
も
に
常
に

国
民
に
心
を
寄
せ
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が

発
生
し
た
際
に
は
被
災
地
を
ご
訪
問
さ
れ
、

被
災
者
を
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
天
皇
陛
下
は
宮
中
に
お
け
る
祭

祀
の
伝
統
を
受
け
継
が
れ
、
常
に
国
民
と

国
家
そ
し
て
、
世
界
の
平
和
を
祈
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
更
に
は
、
外
国
と
の
友
好

親
善
に
も
お
心
を
砕
か
れ
、
御
即
位
後
に

ご
訪
問
さ
れ
た
国
は
二
十
八
ヶ
国
に
の
ぼ

り
ま
す
。

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
お
祝
い
事
や
地

方
行
幸
啓
な
ど
、
折
に
ふ
れ
歌
を
詠
ま
れ

て
い
ま
す
。
天
皇
陛
下
の
詠
ま
れ
た
歌
を

『
御
製
』
、
皇
后
陛
下
の
詠
ま
れ
た
歌
を

『
御
歌
』
と
申
し
上
げ
、
そ
の
多
く
か
ら

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
お
姿
を
拝
察
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
　

御
製
・
御
歌
と
は

ぎ
�　
　

 

せ
い

み　
　

   

う
た

御
製
・
御
歌
で
綴
る
三
十
年

“

”

“

”

天
皇
陛
下
御
製
　
平
成
二
年

　『
大
嘗
祭
』

父
君
の
に
ひ
な
め
ま
つ
り
し
の
び
つ
つ

我
が
お
ほ
に
え
の
ま
つ
り
行
な
ふ

　
天
皇
陛
下
は
常
に
「
祭
り
」
を
通
し

て
国
の
平
和
と
五
穀
豊
穣
、
国
民
の
安

寧
を
お
祈
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
中
で

は
多
く
の
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

天
皇
陛
下
が
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
る
場
所

は
皇
居
の
中
に
あ
る
宮
中
三
殿
で
す
。

　
宮
中
三
殿
は
、
天
照
大
御
神
を
お
ま

つ
り
す
る
「
賢
所
」（
か
し
こ
ど
こ

ろ
）・
歴
代
天
皇
・
皇
族
の
御
霊
（
み

た
ま
）
を
お
ま
つ
り
す
る
「
皇
霊
殿
」

（
こ
う
れ
い
で
ん
）・
天
つ
神
と
国
つ

神
、
す
べ
て
の
神
々
を
お
ま
つ
り
す
る

「
神
殿
」（
し
ん
で
ん
）
の
総
称
で
す
。
※

に
ひ
な
め
ま
つ
り
＝
新
嘗
祭

 

十
一
月
二
十
三
日
に
、
天
皇
陛
下
御

自
ら
が
皇
居
内
で
、
そ
の
年
に
収
穫
し

た
お
米
な
ど
を
天
照
大
神
に
お
供
え
し
、

収
穫
を
感
謝
す
る
祭
り
。

※

お
ほ
に
え
の
ま
つ
り
＝
大
嘗
祭

　
天
皇
陛
下
が
御
即
位
後
に
初
め
て
行

う
新
嘗
祭
で
、
皇
位
継
承
儀
礼
と
し
て

行
わ
れ
る
一
世
一
度
の
大
祭
。

天
皇
陛
下
御
製
　
平
成
七
年

　『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
』

な
ゐ
を
の
が
れ
戸
外
に
過
す
人
々
に

雨
降
る
さ
ま
を
見
る
は
悲
し
き

　
負
傷
者
は
四
一
、
五
〇
〇
人
を
超
え
、

未
曾
有
の
大
震
災
と
な
り
ま
し
た
。
天

皇
皇
后
両
陛
下
は
、
地
震
発
生
か
ら
約

二
週
間
後
、
い
ま
だ
余
震
の
続
く
一
月

三
十
一
日
に
被
災
地
を
ご
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

天
皇
陛
下
御
製
　
平
成
十
七
年

　『
サ
イ
パ
ン
島
訪
問
』
二
首

サ
イ
パ
ン
に
戦
ひ
し
人
そ
の
様
を

浜
辺
に
伏
し
て
我
ら
に
語
り
き

あ
ま
た
な
る
命
の
失
せ
し
崖
の
下

海
深
く
し
て
青
く
澄
み
た
り

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
平
成
十
七
年

六
月
、
戦
後
六
十
年
に
あ
た
り
、
ア
メ

リ
カ
自
治
領
の
サ
イ
パ
ン
島
を
ご
訪
問

さ
れ
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
々
を
慰

霊
し
、
平
和
を
祈
ら
れ
ま
し
た
。

　
サ
イ
パ
ン
島
で
は
、
帰
還
兵
か
ら
当

時
の
様
子
を
お
聴
き
に
な
り
、
慰
霊
碑

に
献
花
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
イ

パ
ン
陥
落
に
際
し
て
日
本
の
軍
人
や
在

留
邦
人
が
身
を
投
じ
た
プ
ン
タ
ン
・
サ

バ
ネ
タ
（
バ
ン
ザ
イ
・
ク
リ
フ
）
な
ど

の
断
崖
を
お
訪
ね
に
な
り
、
黙
祷
を
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
訪
問
に
先
立
ち
天
皇
陛
下
は
「
先

の
大
戦
に
よ
っ
て
命
を
失
っ
た
す
べ
て

の
人
々
を
追
悼
し
、
遺
族
の
歩
ん
で
き

た
苦
難
の
道
を
し
の
び
、
世
界
の
平
和

を
祈
り
た
い
」
と
の
お
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
御
製
　
平
成
二
十
年

　『
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
交
流
年
・
日
本
人

　  

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
百
周
年
に
ち
な
み

　  

群
馬
県
を
訪
問
』

父
祖
の
国
に
働
く
ブ
ラ
ジ
ル
の

人
々
の
幸
を
願
ひ
て
群
馬
県
訪
ふ

　
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
交
流
年
・
日
本
人
ブ

ラ
ジ
ル
移
住
百
周
年
に
当
た
る
平
成
二

十
年
四
月
、
両
陛
下
は
多
く
の
日
系
ブ

ラ
ジ
ル
人
が
働
く
群
馬
県
の
太
田
市
と

大
泉
町
を
ご
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
御
製
に
は
、
か
つ
て
ブ
ラ
ジ
ル

に
渡
っ
た
日
本
か
ら
の
移
住
者
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
人
々
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
に

受
入
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
い
ま
日
本
で
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天
皇
陛
下
御
製
　
平
成
二
年

　『
大
嘗
祭
』

父
君
の
に
ひ
な
め
ま
つ
り
し
の
び
つ
つ

我
が
お
ほ
に
え
の
ま
つ
り
行
な
ふ

　
天
皇
陛
下
は
常
に
「
祭
り
」
を
通
し

て
国
の
平
和
と
五
穀
豊
穣
、
国
民
の
安

寧
を
お
祈
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
中
で

は
多
く
の
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

天
皇
陛
下
が
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
る
場
所

は
皇
居
の
中
に
あ
る
宮
中
三
殿
で
す
。

　
宮
中
三
殿
は
、
天
照
大
御
神
を
お
ま

つ
り
す
る
「
賢
所
」（
か
し
こ
ど
こ

ろ
）・
歴
代
天
皇
・
皇
族
の
御
霊
（
み

た
ま
）
を
お
ま
つ
り
す
る
「
皇
霊
殿
」

（
こ
う
れ
い
で
ん
）・
天
つ
神
と
国
つ

神
、
す
べ
て
の
神
々
を
お
ま
つ
り
す
る

「
神
殿
」（
し
ん
で
ん
）
の
総
称
で
す
。

※

に
ひ
な
め
ま
つ
り
＝
新
嘗
祭

 

十
一
月
二
十
三
日
に
、
天
皇
陛
下
御

自
ら
が
皇
居
内
で
、
そ
の
年
に
収
穫
し

た
お
米
な
ど
を
天
照
大
神
に
お
供
え
し
、

収
穫
を
感
謝
す
る
祭
り
。

※

お
ほ
に
え
の
ま
つ
り
＝
大
嘗
祭

　
天
皇
陛
下
が
御
即
位
後
に
初
め
て
行

う
新
嘗
祭
で
、
皇
位
継
承
儀
礼
と
し
て

行
わ
れ
る
一
世
一
度
の
大
祭
。

働
く
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
々
が
、
幸
せ

に
暮
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
と
い
う
気
持

ち
を
込
め
て
お
詠
み
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
御
製
　
平
成
二
十
三
年

　『
東
日
本
大
震
災
の

　
　  

被
害
者
を
見
舞
ひ
て
』

大
い
な
る
ま
が
の
い
た
み
に
耐
え
て

生
く
る
人
の
言
葉
に
心
打
た
る
る

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
、
死
者
は
一
五
、

八
九
四
人
、
行
方
不
明
者
は
二
、
五
四

十
六
人
を
超
え
る
未
曾
有
の
大
震
災
と

な
り
ま
し
た
。

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
い
ま
だ
余
震

の
続
く
同
年
四
月
十
四
日
よ
り
被
災
地

や
全
国
各
地
に
設
け
ら
れ
た
避
難
所
を

ご
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
陛
下
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
そ

し
て
被
災
者
な
ど
の
苦
し
い
立
場
に
あ

る
人
々
の
こ
と
を
常
に
お
心
に
か
け
ら

れ
、
ま
た
喜
び
や
悲
し
み
を
国
民
と
共

有
し
よ
う
と
お
心
を
砕
か
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。

天
皇
陛
下
御
製
　
平
成
二
十
四
年

　『
仙
台
市
仮
設
住
宅
を
見
舞
う
』

禍
受
け
て
仮
設
住
居
に
住
む
人
の

冬
の
厳
し
さ
い
か
に
と
ぞ
思
ふ

天
皇
陛
下
御
製
　
平
成
七
年

　『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
』

な
ゐ
を
の
が
れ
戸
外
に
過
す
人
々
に

雨
降
る
さ
ま
を
見
る
は
悲
し
き

　
負
傷
者
は
四
一
、
五
〇
〇
人
を
超
え
、

未
曾
有
の
大
震
災
と
な
り
ま
し
た
。
天

皇
皇
后
両
陛
下
は
、
地
震
発
生
か
ら
約

二
週
間
後
、
い
ま
だ
余
震
の
続
く
一
月

三
十
一
日
に
被
災
地
を
ご
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

天
皇
陛
下
御
製
　
平
成
十
七
年

　『
サ
イ
パ
ン
島
訪
問
』
二
首

サ
イ
パ
ン
に
戦
ひ
し
人
そ
の
様
を

浜
辺
に
伏
し
て
我
ら
に
語
り
き

あ
ま
た
な
る
命
の
失
せ
し
崖
の
下

海
深
く
し
て
青
く
澄
み
た
り

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
平
成
十
七
年

六
月
、
戦
後
六
十
年
に
あ
た
り
、
ア
メ

リ
カ
自
治
領
の
サ
イ
パ
ン
島
を
ご
訪
問

さ
れ
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
々
を
慰

霊
し
、
平
和
を
祈
ら
れ
ま
し
た
。

　
サ
イ
パ
ン
島
で
は
、
帰
還
兵
か
ら
当

時
の
様
子
を
お
聴
き
に
な
り
、
慰
霊
碑

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
昨
年
に
引
続

き
、
本
年
も
宮
城
県
仙
台
市
の
被
災
地

を
ご
訪
問
に
な
り
、
被
災
者
を
見
舞
わ

れ
、
支
援
者
を
労
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
御
製
は
、
仮
設
住
宅
に
お
い
て

寒
さ
の
厳
し
い
冬
を
過
す
人
々
に
お
心

を
寄
せ
ら
れ
て
お
詠
み
に
な
ら
れ
た
も

の
で
す
。

皇
后
陛
下
御
歌
　
平
成
二
十
四
年

　『
復
興
』

今
ひ
と
た
び
立
ち
あ
が
り
ゆ
く
村
む
ら
よ

失
せ
た
る
も
の
の
面
影
の
上
に

　　
こ
の
御
歌
は
、
地
震
と
津
波
に
よ
り

失
わ
れ
た
、
人
命
、
家
、
周
囲
の
自
然

な
ど
、
そ
の
全
て
の
面
影
を
心
に
抱
き

つ
つ
、
今
一
度
復
興
に
向
け
立
ち
上
が

ろ
う
し
て
い
る
人
々
に
お
思
い
を
寄
せ

て
お
詠
み
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

皇
后
陛
下
御
歌
　
平
成
二
十
七
年

　『
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
訪
問
』

逝
き
し
人
の
御
霊
か
と
見
つ
む

パ
ラ
オ
な
る
海
上
を
飛
ぶ
白
き
ア
ジ
サ
シ

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
本
年
四
月
、

慰
霊
の
た
め
パ
ラ
オ
共
和
国
を
ご
訪
問

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
お
泊
ま
り
に
な
っ

た
海
上
保
安
庁
の
船
、
「
あ
き
つ
し

ま
」
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
西
太
平
洋

戦
没
者
の
碑
が
あ
る
ぺ
リ
リ
ュ
ー
島
に

向
わ
れ
る
途
中
、
眼
下
に
サ
イ
パ
ン
島

で
ご
覧
に
な
っ
た
の
と
同
じ
白
い
ア
ジ

サ
シ
が
飛
ぶ
様
子
を
無
く
な
っ
た
人
々

の
御
霊
に
接
す
る
よ
う
だ
と
お
感
じ
に

な
り
つ
つ
見
入
ら
れ
た
こ
と
を
お
詠
み

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
御
製
　
平
成
二
十
八
年

　『
平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
被
災
者

　  

を
見
舞
ひ
て
』

幼
子
の
静
か
に
持
ち
来
し
折
り
紙
の

ゆ
り
の
花
手
に
避
難
所
を
出
づ

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
本
年
五
月
、

前
月
の
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

熊
本
県
を
お
見
舞
い
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
御
製
は
、
避
難
所
と
な
っ
て
い
る

益
城
中
央
小
学
校
の
体
育
館
を
お
見
舞

い
に
な
っ
た
折
、
小
学
生
の
女
児
か
ら

色
紙
で
つ
く
っ
た
百
合
の
花
束
を
受
け

取
ら
れ
た
と
き
の
こ
と
を
詠
ま
れ
た
も

の
で
す
。

天
皇
陛
下
御
製
　
平
成
二
十
九
年

　『
ベ
ト
ナ
ム
国
訪
問
』

戦
の
日
々
人
ら
は
い
か
に
過
ご
せ
し
か

思
い
つ
つ
訪
ふ
ベ
ト
ナ
ム
の
国

　
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
本
年
二
月
か

ら
三
月
に
か
け
て
、
ベ
ト
ナ
ム
国
を
初

め
て
ご
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
御

製
は
、
様
々
な
戦
争
や
紛
争
を
経
験
し
、

そ
の
後
に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
ベ
ト
ナ

ム
国
の
来
し
方
に
思
い
を
馳
せ
ら
れ
て

お
詠
み
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

皇
后
陛
下
御
歌
　
平
成
三
十
年

　『
語
』

語
る
な
く
重
き
を
負
ひ
し
君
が
肩
に

早
春
の
日
差
し
静
か
に
そ
そ
ぐ

　
天
皇
陛
下
は
、
長
い
年
月
、
ひ
た
す

ら
象
徴
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
て

歩
ま
れ
、
そ
の
ご
重
責
の
多
く
を
語
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
静
か
に
果
た
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の
御
歌
は
、

そ
の
よ
う
な
陛
下
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
お
思
い
に
な
り
つ
つ
、
早
春
の
穏
や

か
な
日
差
し
の
中
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
陛

下
を
お
見
上
げ
に
な
っ
た
折
の
こ
と
を

お
詠
み
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

に
献
花
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
イ

パ
ン
陥
落
に
際
し
て
日
本
の
軍
人
や
在

留
邦
人
が
身
を
投
じ
た
プ
ン
タ
ン
・
サ

バ
ネ
タ
（
バ
ン
ザ
イ
・
ク
リ
フ
）
な
ど

の
断
崖
を
お
訪
ね
に
な
り
、
黙
祷
を
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
訪
問
に
先
立
ち
天
皇
陛
下
は
「
先

の
大
戦
に
よ
っ
て
命
を
失
っ
た
す
べ
て

の
人
々
を
追
悼
し
、
遺
族
の
歩
ん
で
き

た
苦
難
の
道
を
し
の
び
、
世
界
の
平
和

を
祈
り
た
い
」
と
の
お
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
御
製
　
平
成
二
十
年

　『
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
交
流
年
・
日
本
人

　  

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
百
周
年
に
ち
な
み

　  

群
馬
県
を
訪
問
』

父
祖
の
国
に
働
く
ブ
ラ
ジ
ル
の

人
々
の
幸
を
願
ひ
て
群
馬
県
訪
ふ

　
日
本
ブ
ラ
ジ
ル
交
流
年
・
日
本
人
ブ

ラ
ジ
ル
移
住
百
周
年
に
当
た
る
平
成
二

十
年
四
月
、
両
陛
下
は
多
く
の
日
系
ブ

ラ
ジ
ル
人
が
働
く
群
馬
県
の
太
田
市
と

大
泉
町
を
ご
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
御
製
に
は
、
か
つ
て
ブ
ラ
ジ
ル

に
渡
っ
た
日
本
か
ら
の
移
住
者
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
人
々
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
に

受
入
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
い
ま
日
本
で

（
宮
内
庁
H
P
よ
り
抜
粋
）
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新職員のご紹介

神  

明  

奉  

仕
〜
明
き
清
き
誠
の
心
〜

授与品のご案内 国
家
安
泰
・
福
徳
円
満
・
良
縁
成
就

　

小
國
神
社
の
大
國
だ
る
ま
は
、
国
家
安
泰
・
福
徳
円

満
・
良
縁
成
就
の
縁
起
物
と
し
て
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
そ
の
色
鮮
や
か
で
繊
細
な
だ
る
ま
職
人

の
意
匠
が
、
和
洋
問
わ
ず
様
々
な
イ
ン
テ
リ
ア
や
住
環

境
に
も
馴
染
む
こ
と
か
ら
、
全
国
各
地
よ
り
多
く
の
皆

さ
ま
が
お
受
け
に
な
り
ま
す
。

　

福
島
県
で
奉
製
さ
れ
る
こ
の
大
國
だ
る
ま
は
、
東
日

本
大
震
災
の
折
、
国
土
の
復
興
を
願
い
、
特
別
に
復
刻

し
た
も
の
で
す
。

権 

禰 

宜

　

本
年
、
四
月
一
日
よ
り
権
祢
宜
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た

梶
村
京
佑
と
申
し
ま
す
。
大
学
時
代
は
国
史
学
を
専
攻

し
て
い
ま
し
た
。
長
い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
小
國
神

社
に
ご
奉
仕
が
叶
い
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
光
栄
な
こ

と
で
あ
り
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
儀
典
や
社
務
を
覚
え
、
参
拝
者
の
皆

さ
ま
が
清
々
し
く
お
参
り
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

梶 

村 

京 

佑

巫
　  

女

　

昨
年
、
九
月
よ
り
巫
女
に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
芝
田
碧

と
申
し
ま
す
。
地
元
森
町
に
お
い
て
も
多
く
の
皆
さ
ま

に
愛
さ
れ
て
い
る
小
國
神
社
で
ご
奉
仕
で
き
る
こ
と
を

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

祭
祀
舞
や
お
作
法
な
ど
不
慣
れ
な
こ
と
も
多
く
、
ま

だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、
参
拝
者
の
皆
さ
ま
を
丁
寧
に

お
迎
え
し
、
気
持
ち
良
く
お
参
り
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

芝 

田 

　 

碧

﹁
大
國
だ
る
ま
﹂
の
ご
案
内

﹁
大
國
だ
る
ま
﹂
の
ご
案
内

優
し
い
笑
顔
の
だ
い
こ
く
様

色
鮮
や
か
に
幸
せ
を
運
ぶ

お
正
月
の
門
松
を
始
め
熊
手
・
破
魔
矢
・
鏑
矢
・
干
支
彫

り
物・だ
る
ま・七
五
三
の
千
歳
飴
な
ど
も
縁
起
物
で
す
。

〝
縁
起
物
〞
�
て
？

〝
縁
起
物
〞
�
て
？

吉
事
の
到
来
を
祝
い
祈
る

神
さ
ま
の
ご
加
護
が
宿
る
尊
き
も
の

ご自宅やお店などにお祀りください▲

は　

  

ま     

や

か
ぶ
ら　

や

まつ
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神
々
と
お
祭
り

々
と
お
祭
り

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
て
い
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か

か
ら
生
き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を

ふ
ま
え
、
豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活

の
な
か
に
生
か
し
、
神
々
と
生
活
を
と

も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し

行
な
わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や

文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か

か
ら
生
き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を

ふ
ま
え
、
豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活

の
な
か
に
生
か
し
、
神
々
と
生
活
を
と

も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り
返
し

行
な
わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や

文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

か
み
　 

ま
つ

か
み
　 

ま
つ
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社
頭
動
静

　
五
月
五
日
㈯
午
前
十
一
時
、
端
午
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
当

社
で
命
名
奉
告
を
さ
れ
た
お
子
様
と
ご
家
族
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
神
前
に
て
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を
感
謝
申
し
上
げ
、
今
後

の
さ
ら
な
る
ご
加
護
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

　
祭
典
後
は
、
お
神
札
と
柏
餅
そ
し
て
、
ご
神
域
で
育
ま
れ
た
菖
蒲

と
よ
も
ぎ
の
葉
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

　
端
午
の
節
句
は
「
菖
蒲
の
節
句
」
と
も
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
に
民

衆
に
広
が
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
菖
蒲
は
尚
武
に
も
通
じ
る
こ
と

か
ら
、
男
子
の
健
や
か
な
成
長
を
祝
う
も
の
と
な
り
、
今
日
で
は
子

供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
元
気
な
子
供
た
ち
の
声
が
響
く
賑
や
か
な
お
祭
り
と
な

り
、
大
神
様
も
さ
ぞ
お
喜
び
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

端
午
祭
の
斎
行

端
午
祭
の
斎
行

子
ど
も
た
ち
は
国
の
た
か
ら
で
す

　
五
月
六
日
㈰
十
一
時
、
爽
や
か
で
薫
り
高
い
黒
文
字
（
ク
ロ
モ

ジ
）
の
木
で
飾
っ
た
、
本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
の
大
前
で
斎
行
い
た
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
責
任
役
員
の
皆
さ
ま
を
始
め
氏
子
崇
敬
者
約
一

〇
〇
名
の
ご
参
列
を
賜
り
ま
し
た
。

　
祭
典
後
に
は
、
特
別
に
奉
製
し
た
お
神
札
を
お
わ
か
ち
し
、
本
宮

山
山
頂
か
ら
見
渡
す
美
し
い
遠
州
灘
を
望
み
な
が
ら
古
式
神
酒
と
初

鰹
の
刺
身
を
い
た
だ
き
、
大
神
様
の
豊
か
な
恵
み
に
感
謝
を
い
た
し

ま
し
た
。

　
毎
月
、
六
日
の
九
時
三
十
分
頃
か
ら
月
次
祭
（
国
と
地
域
の
平
安

と
、
氏
子
崇
敬
者
の
安
泰
を
祈
る
お
祭
り
で
、
こ
の
日
に
お
参
り
す

る
と
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

　
ど
な
た
で
も
ご
参
列
が
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
登
拝
下
さ
い
。

本
宮
山
青
葉
祭
の
斎
行

本
宮
山
青
葉
祭
の
斎
行

青
葉
薫
る
清
々
し
い
季
節
の
本
宮
山

　
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
D
C
）
と
は
、
J
R
グ

ル
ー
プ
六
社
と
地
方
自
治
体
・
観
光
団
体
等
が
協
力
し
て
実
施
す
る

国
内
最
大
級
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　
本
県
で
は
、
約
十
九
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
本
年
は
そ
の
プ
レ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
当
た
り
ま
す
。

　
当
社
で
は
、
全
国
の
皆
様
が
大
神
様
の
ご
加
護
を
お
受
け
に
な
り
、

日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
丁
寧
に
淹
れ
た
銘
茶
「
神
饌
茶
」
を

小
國
神
社
御
庭
焼
き
「
遠
州
み
も
ろ
焼
き
」
の
器
で
味
わ
う
、
こ
こ

ろ
安
ら
ぐ
お
も
て
な
し
の
「
森
町
遠
江
国
一
宮
様
献
上
の
茶
葉

『
神
饌
茶
』
を
味
わ
う
小
國
神
社
の
体
験

ツ
ア
ー
」
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
職
員
一
同
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
拝
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

静
岡
D
C
プ
レ
キ
�
ン
ペ
�
ン

�
あ
�
ぱ
れ
静
岡
元
気
旅
�
始
る
！！！

静
岡
D
C
プ
レ
キ
�
ン
ペ
�
ン

�
あ
�
ぱ
れ
静
岡
元
気
旅
�
始
る
！！！

全
国
の
皆
様
に
大
神
様
の
ご
加
護
を

　
四
月
二
日
㈪
に
約
一
〇
〇
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参

列
い
た
だ
き
、
初
甲
子
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
初
甲
子
祭
は
、
寒
明
け
最
初
の
甲
子
の
日
に
行

い
ま
す
。
甲
子
の
日
は
、
ご
祭
神
大
己
貴
命
（
お

お
な
む
ち
の
み
こ
と
）
が
「
国
作
り
」
を
始
め
た

日
と
伝
わ
り
、
縁
起
が
良
い
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

ご
本
殿
の
廻
り
を
歩
き
、
本
殿
階
下
に
特
別
に
設

え
た
、
だ
い
こ
く
様
の
宝
器
「
打
出
の
小
槌
」
を

手
に
取
り
、
日
々
の
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
て
い
ま

し
た
。

　
お
参
り
を
終
え
た
皆
さ
ま
は
一
様
に
穏
や
か
な

表
情
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

初
甲
子
祭

初
甲
子
祭

だ
い
こ
く
様
の
お
近
く
で
頂
く

特
別
な
ご
加
護

本
宮
山
奥
磐
戸
神
社
　
ア
ク
セ
ス

静
岡
D
C
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▶
献
茶
祭

▶
初
甲
子
祭

　
四
月
十
二
日
㈭
に
献
茶
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
献
茶
祭
で
は
、
薫
り
高
い
銘
茶
の
産
地
森
町
で
茶
業
を
営
む
方
々

に
よ
り
結
成
さ
れ
た
『
小
國
神
社
献
茶
会
』
が
摘
み
た
て
の
新
茶
を

ご
神
前
に
お
供
え
し
、
国
の
平
安
、
国
民
の
繁
栄
、
そ
し
て
茶
業
の

振
興
を
祈
り
ま
す
。

　
本
年
は
煎
茶
道
黄
檗
弘
風
流
中
山
弘
薫
様
、
紋
谷
弘
光
様
よ
り
お

点
前
の
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き
、
森
町
茶
商
組
合
長
島
謙
三
様
、
森
町

長
太
田
康
雄
様
を
始
め
、
ご
関
係
の
皆
さ
ま
に
ご
参
列
賜
り
ま
し
た
。

　
献
上
さ
れ
た
お
茶
と
同
品
質
の
お
茶
「
福
徳
神
煎
茶
」
が
小
國
こ

と
ま
ち
横
丁
に
て
お
買
い
求
め
で
き
ま
す
。

　
お
土
産
と
し
て
大
変
人
気
の
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

献
茶
祭
の
斎
行

献
茶
祭
の
斎
行

香
り
立
つ
季
節
の
恵
み
を
大
神
様
に
供
え

日
々
の
感
謝
を
伝
え
る
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宮
川
沿
い
の
青
葉
も
み
じ
を
眺
め
な
が
ら

ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
古
木
が
立
ち
並
ぶ
散
策
路

で
の
森
林
浴
は
格
別
な
癒
や
し
の
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
す
。

「
森
林
浴
」
は
昭
和
五
十
七
年
に
日
本
に
お

い
て
提
唱
さ
れ
た
健
康
法
で
す
。
現
在
で
は
、

「shinrin-yoku

」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
中

心
と
し
て
各
国
に
も
浸
透
し
て
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
近
年
で
は
、
科
学
的
根
拠
が
数
多
く
示
さ

れ
、
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
の
低
下
、
ワ
ー
キ
ン

グ
メ
モ
リ
ー
の
改
善
や
、
生
き
て
い
る
こ
と

を
実
感
で
き
る
、
な
ど
の
多
く
の
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

小

　
五
月
二
十
七
日
㈰
宮
代
神
饌
田
に
お
い
て
、
田
植
え
初
め
の
祭

り
御
田
植
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
我
が
国
に
お
い
て
『
お
米
』
は
、
神
さ
ま
か
ら
の
授
か
り
物
と

し
て
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
生
育
を

願
い
幾
重
に
も
祭
り
が
執
り
行
わ
れ
、
日
本
文
化
の
礎
を
築
い
て

き
ま
し
た
。

　
当
社
の
御
田
植
祭
も
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
現
存
す
る
最
も
古
い

記
録
書
「
延
宝
の
記
録
」
に
て
そ
の
様
子
が
記
さ
れ
た
由
緒
あ
る

神
事
で
す
。
平
成
十
一
年
に
現
存
資
料
や
伝
承
を
も
と
に
古
儀
を

復
興
し
現
在
に
い
た
り
ま
す
。

　
本
年
も
旭
が
丘
中
学
校
の
生
徒
ら
が
五
月
女
、
五
月
男
と
し
て

ご
奉
仕
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
氏
子
青
年
会
O
B
会
の
玉
垂
会
に
よ
る
代
掻
き
牛
が
登

場
す
る
と
多
く
の
参
列
者
か
ら
笑
み
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

宮
代
神
饌
田
御
田
植
祭

宮
代
神
饌
田
御
田
植
祭

昔
の
手
振
り
を
そ
の
ま
ま
に

　
本
年
も
初
夏
の
風
物
詩
、
一
宮
花
し
ょ
う

ぶ
園
を
開
園
い
た
し
ま
し
た
。

一
宮
花
し
�
う
ぶ
園
開
園

一
宮
花
し
�
う
ぶ
園
開
園

神
　
ご
来
園
の
皆
さ
ま
は
、
約
八
万
本
の
花
が

咲
き
競
う
園
内
を
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
み
な
が

ら
、
自
然
の
息
吹
と
尊
さ
を
感
じ
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
職
員
一
同
、
来
年
の
ご
来

園
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
四
月
二
十
六
日
㈭
森
町
立
森
中
学
校
一
年
生
に
よ
る
体
験
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
職
員
が
基
本
的
な
お
参
り
の
作
法
を
始
め
、
当
社
の
ご
由
緒
な

ど
を
当
地
の
歴
史
を
交
え
な
が
ら
お
話
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
日
本
文
化
の
宝
庫
で
あ
る
神
社
を
知
り
、
そ
の
歴
史
や
伝
承
を

学
ぶ
こ
と
は
、
我
が
国
の
精
神
文
化
を
を
理
解
す
る
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
神
社
に
対
す
る
素
朴
な
質
問
か
ら
、
深
い
内

容
の
も
の
ま
で
、
様
々
な
質
問
が
あ
が
り
ま
し
た
。
熱
心
に
質
問

を
す
る
生
徒
の
皆
さ
ん
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

体 

験 

学 

習

体 

験 

学 

習

日
本
文
化
の
宝
庫
�
そ
れ
は
神
社
で
す

〝
夏
詣
〞
の
ス
ス
メ

〝
夏
詣
〞
の
ス
ス
メ

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

國
の
杜
で
過
ご
す

癒
や
し
の
ひ
と
と
き

々
の
恵
み
が

凛
と
し
た
咲
き
姿
に
宿
る

〝
青
葉
も
み
じ
〞と

　〝
癒
や
し
の
散
策
路
〞

〝
青
葉
も
み
じ
〞と

　〝
癒
や
し
の
散
策
路
〞
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　独立100年を迎えた北欧のエストニア共
和国はIT先進国であると同時にその国民
性は自然に対して、万物の神々を意識する
「神道」の世界観に通じるものがあります。
　カルヨ・ポル氏は、エストニアを代表す
る版画家です。氏の感性とエストニアの
人々が大切にしてきた民族性が融合した作
品が見る人を神秘の世界へと誘うことで
しょう。

エストニアの心

平成30年11月15日（木）から
平成31年 2月17日（日）まで
平成30年11月15日（木）から
平成31年 2月17日（日）まで

場所：研修室場所：研修室

宮川の紅葉に差し込む朝日宮川の紅葉に差し込む朝日

8月～  12月

12月 師走
しわす

11月 霜月
しもつき

（午前 9時）
（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午後 2時）
（午前 9時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前 9時）

月次祭
明治祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
山神社例祭
七五三祝祭
月次祭・稲祭
疫神齋
地鎮祭
新嘗祭
奉納農産物品評会
もみじまつり
甲子祭

月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
鎮火祭
月次祭
滝宮例祭
初穂献納祭
天長祭
煤佛祭
大祓式・除夜祭

（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午後 3時）予定
（午前 9時）
（午前10時）
（午前11時30分）
（午前 9時）
（午後 1時）
（午後 3時）

1日
3日

3日・4日
6日
7日
15日
18日
19日
21日
23日

25日
28日

1日
1日・2日

6日
8日
18日
18日
18日
23日
25日
31日

師走大祓式

　12月31日㈪午後3時より、師走
大祓式を斎行いたします。下半期
の罪穢れをお祓いし、清々しく新
たな年を迎えることができます。
どなたでもご参列ができますので、
ご家族皆様でご参列下さい。

疫　神　齋
えき　　　　　 じん　　　　　 さい

しわす　　　おお　 はらい　 しき

　11月19日㈪午後2時より、疫神
齋を斎行いたします。この祭典は、
当社に古くより伝わる特殊神事の
一つです。当社の古記録『延宝の
記録』にも記載があり、疫病退散
の祀りです。

～版画家カルヨ・ポルの世界～展開催

作　カルヨ・ポル／邦題“太陽の船”
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　遠州地方で観察ができる野鳥をご紹介。
普段では、なかなか見ることができない野
鳥の姿や生態系を写し取った貴重な写真が
多数展示されます。
　本展にお越し頂き、自然に配慮した社会
や暮らし方を考える一端になれば幸いです。

平成30年11月1日（木）より8日（木）まで平成30年11月1日（木）より8日（木）まで

場所：研修室（入場無料）場所：研修室（入場無料）

8月～  

10月 神無月
かんなづき

月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
白鬚神社例祭
神嘗奉祝祭
神嘗祭遙拝式
月次祭
福神像頒布式

（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午後 3時）

（午前 9時）

（午前10時）

8月 葉月
はづき

月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
月次祭

（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前 9時）

1日
4日・5日

6日
18日

9月 長月
ながつき

月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
月次祭
秋季皇霊祭遙拝式
御柱祭
甲子祭

（午前 9時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前 9時）
（午前 9時）

1日
1日・2日

6日
18日
23日
25日
29日

1日
6日・7日

6日
7日
17日

18日

新　嘗　祭

　11月23日㈮10時より、大神様
へ1年の収穫と諸産業発展の感謝
を申し上げる新嘗祭を斎行し、奉
納農産物の即売会や篤志奉納者へ
の感謝状の贈呈式も執り行います。
年間の祭典の中でも最も重要な祭
祀の一つです。

秋季皇霊祭遙拝式

　9月23日㈰、宮中では歴代の天
皇・皇后・皇親の霊を祀る祖霊祭
『秋季皇霊祭』が厳かに行なわれ
ます。当社では、同日に皇居内の
皇霊殿の方向に向いて拝礼し、皇
室の弥栄と国の安寧を祈ります。

しゅう　  き　　 こう　  れい　  さい　  よう　　はい　　しき

にい　　　　　 なめ　　　　　 さい

日本野鳥の会遠江

秋の野鳥写真展開催！！！



18

新
生
児
選
名
・
命
名
に
つ
い
て

命
　
　
　
名

　
様
々
な
節
目
を
迎
え
る
と
き
、

神
さ
ま
へ
「
感
謝
」
と
「
ご
奉

告
」
を
行
う
こ
と
は
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
た
日
本
の
文
化

で
す
。

　
当
社
で
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
則
し
た
新
生
児
に
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
で
考
え
ら
れ

た
お
名
前
候
補
の
中
か
ら
も
ご

相
談
の
上
、
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
お
名
前
が
決
定
の
後
、
お
子

様
の
無
事
成
長
と
一
生
の
幸
せ

を
ご
神
前
で
お
祈
り
し
、
お
神

札
、
朱
印
を
押
印
し
た
命
名
書

を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
也

平
成
三
十
年
三
月
一
日
㈭
〜

平
成
三
十
年
五
月
三
十
一
日
㈭

大
山
　
桜
助
　
磐
田
市

冨
田
　
悠
陽
　
磐
田
市

小
野
田
か
ほ
　
森
　
町

大
塚
　
才
也
　
藤
枝
市

山
下
　
世
菜
　
浜
松
市

森
田
　
涼
生
　
森
町

滝
井
　
陽
葵
　
吉
田
町

齋
藤
　
悠
人
　
菊
川
市

井
口
こ
こ
ろ
　
袋
井
市

工
藤
　
羽
琥
　
袋
井
市

山
本
　
瑠
輝
　
袋
井
市

鈴
木
　
清
正
　
浜
松
市

早
坂
　
咲
良
　
菊
川
市

吉
松
　
樹
希
　
藤
枝
市

杉
枝
　
恵
吾
　
掛
川
市

下
原
　
諒
真
　
浜
松
市

八
木
　
　
陸
　
袋
井
市

品
川
　
藍
那
　
菊
川
市

高
橋
　
洸
貴
　
掛
川
市

近
藤
　
優
埜
　
袋
井
市

山
本
　
大
志
　
掛
川
市

生

お申し込み方法など詳しくは、小國神社 選名・命名奉告で検索

小國神社 選名・命名奉告

を
受
け
�
生
を
伝
え
る

﹁
人
の
一
生
﹂

　
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を

◀
お
祈
り
し
ま
す

▶
当
社
で
命
名
奉
告
を
さ
れ
た

　
皆
様

●海の神さま●

亀や魚は海神の使者！？！？

　海を司る神さまを海神、わたつみの神、安波様とい
い、私たちに海の恵みをもたらし、海難から人々を守っ
てくれる神さまです。
　また、亀や魚は海神の使者であるとも考えられ、　
それらを助けたため、海の底の宮殿へ行くことができ
たという説話が各地に伝わっています。昔話で有名な

「浦島太郎」はその代表的な例といえるでしょう。
　現在でも漁業関係者に広く信仰されている船霊様
（ふなだまさま）も舟を守護する海の神さまとされ、操舵
室内に神だなを設けて男女一対の紙人形をご神体と
しておまつりするなどの風習も全国津々浦々に伝わり
ます。

神社を知れば日本がわかる

“まつりの国、日本”

イラスト　小國神社ものがたり
   作　　たたら　なおき
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第十六回　小國神社　写真コンテスト詳しくはこちら

写真展に寄せられた感想をご紹介
●ゆっくりと時間が流れ、自然にもどれました。
　 （千葉県）
●小國神社の良さが良くわかるすばらしい写真ばかり
でした。 （神奈川県）
●どの写真もすばらしく感動しました。 （北海道）
●心がホットする時をありがとうございました。
 （山梨県）
●小國神社の四季を感じられました。 （三重県）
●素敵な写真ばかりでした。 （焼津市）
●四季折々の風景、神事、子供たちの表情など楽しま
せていただきました。 （浜松市）

最優秀賞　藤田正男氏「新緑を飛ぶ（サンコウチョウ）」
羽を広げて飛ぶサンコウチョウの貴重な1枚

最優秀賞　藤田正男氏「新緑を飛ぶ（サンコウチョウ）」
羽を広げて飛ぶサンコウチョウの貴重な1枚

第16回

新たな小國神社の一面を切り取る新たな小國神社の一面を切り取る
　本年も好評をいただいております「古代の森小國神社写真コンテスト」を開催いたします。
〝小國神社で見つけた日本の美しさ〟を表現した写真を募集しています。作品一枚からでも、
年齢やお住まいを問わず誰でもご応募いただけるコンテストとなっております。

■募集部門
●第1部門　境内の草花などの自然
●第2部門　祭事・催物
●第3部門　野鳥
■応募期間
　平成30年6月1日～7月10日必着

作
品
募
集

作品の
ご応募に
ついて

■ご応募のきまり
 ● カラープリント　四切／ワイド四切（フチなし）
 ● 撮影期間
　平成29年7月上旬～平成30年6月下旬
 ● 未発表作品に限ります
※詳細は当社WEBサイト、当社・県内写真
　各店配布の応募用紙をごらんください。

最優秀賞から
入選まで
各賞をご用意

受賞作として20作品を選び、表彰と懸賞のお渡しをしています
●特別賞（宮司賞）1名
　賞金3万円　賞状　神饌茶
●入　　選　　15名
　賞状　副賞（一品）

●最優秀賞　1名
　賞金5万円　賞状　森町産お茶
●優 秀 賞　3名
　賞金2万円　賞状　森町産お茶

心ゆくまで作品を堪能できる写真展へお越下さい。
ご応募いただいた作品の中から、受賞作品・展示
作品、約五十点を選び、展示いたします。

写真展の開催予定

小國神社休憩所2階ギャラリー
平成30年9月頃開催予定

“小國神社で見つけた日本の美しさ”を表現した“こころ安らぐ”

素敵な作品を心よりお待ちしております



た
ま
だ
れ
　
第
五
十
三
号
　
平
成
三
十
年
六
月
二
十
五
日
　
題
字
揮
毫
／
書
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杭
迫
柏
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／
㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
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エ
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ス・シ
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〒
四
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二
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静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
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電
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三
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九
ー
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A
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五
三
八
ー
八
九
ー
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三
六
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発
行
／
小
國
神
社
社
務
所

　

当
社
は
四
季
折
々
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
豊

か
な
杜
に
包
ま
れ
、
ご
神
域
に
は
多
く
の
草

花
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
紹
介
す
る
ご
神
域
で
の
草
花
の
写
真
の

数
々
は
崇
敬
者
の
山
崎
克
己
様
の
奉
納
写
真

を
も
と
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ナ
ン
テ
ン
（
南
天
）
　
メ
ギ
科
ナ
ン
テ
ン
属

花　

期　

六
月
か
ら
七
月

生
育
地　

山
野
の
林
内

分　

布　

本
州
か
ら
九
州

　

赤
く
艶
の
あ
る
実
が
真
っ
先
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
が
、
初
夏
に
は
白
く
つ
つ
ま
し
や
か

な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

そ
の
名
前
か
ら
「
難
転
」
、
難
を
転
じ
る

縁
起
の
良
い
植
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
ま

す
。
正
月
飾
り
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、

彩
り
や
防
腐
も
兼
ね
て
赤
飯
や
弁
当
に
も
入

れ
ら
れ
ま
す
。

ナ
ン
テ
ン

斎
庭
の
草
花
12

　

玉
垂
五
十
三
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
の
一
宮
花
し
ょ
う
ぶ
園
は
、
五
月
下

旬
か
ら
六
月
上
旬
に
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。

本
年
は
、
「
白
い
虹
」
と
言
わ
れ
る
江
戸
系

の
早
生
品
種
の
生
育
に
成
功
し
、
凛
と
し
た

咲
き
姿
が
ご
来
園
の
皆
さ
ま
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
樹
齢
八
〇
〇
余
年
縁
結
び
の
ご
神

木
「
ひ
ょ
う
の
木
」
に
つ
が
い
の
蛇
が
住
み

着
い
て
い
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ま
の
ち
ょ
っ

と
し
た
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
蛇
は
、
古

来
よ
り
信
仰
の
対
象
と
な
り
、
幸
せ
を
も
た

ら
す
動
物
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

お
参
り
の
際
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

見
つ
け
た
時
に
は
そ
っ
と
遠
く
か
ら
観
察
し

て
下
さ
い
。

「
遠
州
と
こ
わ
か
塾
」入
塾
の
ス
ス
メ

【 

入
塾
要
項 

】

ゆ
に
わ

「
常
若
」
と
は
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
い
る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
「
若
々
し
さ
を
保
つ
」
と
は
、
単
に
体
力
的
な
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、
む
し
ろ
心
や
頭
の
若
々
し
さ
こ
そ
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
為
に
は
、
よ
い
話
を
聞
き
美
し
い
も
の
を
見
て
、
感
動
や
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
常
に
感
性
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

当
塾
は
、
我
国
の
歴
史
や
伝
統
文
化
に
は
じ
ま
り
、
時
局
的
課
題
に

つ
い
て
学
び
、
日
本
人
と
し
て
の
生
き
方
の
参
考
と
な
る
よ
う
な
礎
材

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
塾
生
の
皆
さ
ん
が
自
己
研
鑽
の
場
と
し
て
ご
活

用
戴
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
わ
か

一
、
定
　
　
員　

一
〇
〇
名
（
申
し
込
み
先
着
順
）

一
、
資
　
　
格　

小
國
神
社
が
好
き
な
方
（
十
八
歳
以
上
）

一
、
塾
　
　
費　

年
間　
一、〇
〇
〇
円
（
一
年
を
一
学
期
と
し
ま
す
。）

一
、
開
催
日　

年
数
回
（
九
月
一
日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
迄
の
間
）

一
、
ご
案
内　

開
塾
の
ご
案
内
は
そ
の
都
度
神
社
か
ら
発
送
致
し
ま
す
。

一
、
申
込
方
法   

〒
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・ 

年
令
・
性
別
を

　
　
　
　
　
　

   
記
入
し
て
、
葉
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

 　

  
お
申
込
先　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
〇
五
三
八
）八
九
ー
七
三
六
七

　
　
　
　
　
　
　
「
遠
州
と
こ
わ
か
塾
事
務
局
」

一
、
申
込
期
限　

平
成
三
十
年
八
月
二
十
五
日
㈯

〝

心
を
う
る
わ
し
く
感
性
を
高
め
る
〞

編
集
後
記

◀
ナ
ン
テ
ン

はままつフラワーパーク理事長
塚本こなみ先生

衆議院議員・前外務副大臣
城内　実先生

鎌倉長谷寺法務顧問・エッセイスト
髙田都耶子先生

第
九
期


